
栽培
区分

平均
作業日

草丈
㎝

茎数
本/㎡

葉令 葉色

移植 5月2日 99.2 310.2 13.5 4.0

■ 収穫前まで間断通水管理をおこないましょう

■ カメムシ注意報が発令されています。前年より多い発生量となっていますので適期防除をおこない

ましょう。

■ イモチ病は収量低下の原因となります。病斑を確認したら早急に薬剤防除をおこないましょう。

■ とりこぼし雑草の除去をお願いします。

１．ＪＡ生育調査状況（7月27日現在）

総仕上げ！病害虫防除と水管理の徹底を！！

平均茎数（本/㎡）

適期管理で収量アップを目指しましょう。今週のＩＣＳ６号速報は『北部支店』が担当しました。

２．茎数の推移と今後の管理

３．ＩＣＳ６号の栽培管理のポイント！

間断通水継続

７月は雨や曇りの日が多く日照不足の

影響で草丈が長く、一部の圃場では軟

弱な生育となっています。今後の天気

によってはイモチ病の発生が懸念され

ますので注意をお願いします。

雑草については、とりこぼしのヒエや広

葉雑草が目立つ圃場があります。収穫

時に影響がでますので、早めの除去を

お願いします。

週末は猛暑日が続く予報です。引き続

き水管理の徹底を行いましょう。

出穂期

暑い日が続きます。作業中はこまめな休憩と水分補給で熱中症対策に努めましょう！

強粒（大粒＆多収）づくりの後半戦。仕上げ管理の徹底で品質・単収向上に繋げましょう。

収量・品質向上

ポイント
胴割米斑点米乳白米

『適期刈取・乾燥』『カメムシ防除』『水管理』

溝切り

圃場内の溝切りや足跡に水が溜まって

いる状態を維持しましょう。

足跡


